
　 ベ ル グ 福 島 は 、 接 ぎ 木 苗 大 量 生 産 技 術 ・ 人 工 光 利 用 育 苗 技 術 ・ 植 物 ワ ク チ ン 製 造

及 び 接 種 苗 生 産 技 術 を 活 か し 、 福 島 県 を は じ め 東 北 ・ 北 海 道 ・ 関 東 の 野 菜 産 地 に 、

良 質 で 付 加 価 値 の 高 い 野 菜 苗 を 供 給 し て い ま す 。 ま た 、 植 物 ワ ク チ ン の 開 発 ・ 製 造

及 び そ の 接 種 苗 の 生 産 を 行 い 、 防 除 が 困 難 と さ れ る ウ イ ル ス 病 に 対 し て 高 い 防 除 効

果 を 示 す 植 物 ワ ク チ ン 接 種 苗 の 一 貫 生 産 体 制 を 確 立 し て い ま す 。

〒 � � �- � � � �

福 島 県 伊 達 郡 川 俣 町 大 字 羽 田 字 曽 利 田 1 0- 1ベ ル グ 福 島 株 式 会 社『 世 界 初 』 の 植 物 ワ ク チ ン 接 種 苗 実 用 化

　 マ ル ナ カ は 、 「 地 域 へ 貢 献 し よ う 。 新 し い 事 へ 挑 戦 し よ う 。 仲 間

同 士 の 絆 を 大 切 に し よ う 。 」 を 経 営 理 念 に 、 土 木 工 事 ・ 舗 装 工 事 を

主 力 と し た 工 事 業 や 、 一 流 の 機 械 設 備 保 有 に よ る 柱 状 改 良 工 法 等

の 地 盤 改 良 、 物 流 拠 点 と し て の 定 温 倉 庫 保 管 サ ー ビ ス と 輸 送 事 業

な ど 幅 広 い 業 務 に 対 応 し て い ま す 。

　 建 設 業 で 活 躍 す る 一 方 、 地 域 の い ち ご 農 家 が 減 少 し 、 使 用 さ れ

な く な っ た 農 地 に 注 目 。 い ち ご 栽 培 を 通 し て 地 域 に 貢 献 し よ う

と 「 ま る な か フ ァ ー ム 」 を 設 立 し 、 新 分 野 で あ る 農 業 で も 活 躍 し て

い ま す 。 2 0 種 類 以 上 を 誇 る 品 種 の 多 さ が 自 慢 の い ち ご を 栽 培 し 、

「 い ち ご 狩 り 」 や 昨 年 5 月 に オ ー プ ン し た 「 ま る な カ フ ェ 」 を 運 営 。

地 元 の 方 や 多 く の 観 光 客 が 訪 れ 、 盛 り 上 が り を 見 せ て い ま す 。

マ ル ナ カ 株 式 会 社

建 設 業 か ら 新 分 野 へ チ ャ レ ン ジ ！ 常 に 新 た な 展 開 を 目 指 し ま す ！

最 新 の 閉 鎖 型 苗 生 産 シ ス テ ム

〒 9 6 9- 1 4 0 4 　 福 島 県 二 本 松 市 油 井 字 長 谷 堂 6 9  番 地

ま る な か フ ァ ー ム
〒 9 6 9- 1 4 0 4 　 福 島 県 二 本 松 市 油 井 字 無 地 ノ 内 3 0- 1

福 島 県 県 北 地 方
け ん   ぽ く

　 前 号 に 引 き 続 き 、 福 島 県 の 北 部 に 位 置 し 、 雄 大 な 自 然 や 温 泉 な ど の 豊 か な 資 源

に 恵 ま れ て い る 県 北 地 方 に お い て 、 新 分 野 へ の 進 出 や 新 技 術 の 開 発 な ど に 取 り 組

ん で い る 企 業 を ご 紹 介 し ま す 。 ま た 、 県 北 地 方 を 周 遊 で き る パ ン フ レ ッ ト を 作 成

し ま し た の で 、 コ ー ス の 一 部 を ご 紹 介 し ま す 。

ベ ル グ 福 島 の 取 組

会 社 ホ ー ム ペ ー ジ

複 数 の ワ ク チ ン を 同 時 に 接 種 す る 技 術 を 有 し て

お り 、 キ ュ ウ リ ３ 種 混 合 ワ ク チ ン 接 種 苗 の 実 用

化 に 世 界 で 初 め て 成 功 し 、 販 売 を し て い ま す 。

カ ボ チ ャ の 2 種 混 合 ワ ク チ ン 接 種 苗 も 実 用 化 し 、

販 売 を し て い く 予 定 で す 。
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こ の パ ン フ レ ッ ト は 、 県 北 地 方 の 自 然 ・ 食 ・ 体 験 ・ 季 節 が

楽 し め る 周 遊 モ デ ル コ ー ス を 紹 介 し て い ま す 。 自 慢 の 温 泉 に

宿 泊 し な が ら 、 ゆ っ く り 堪 能 し て み ま せ ん か ？

コ ー ス の 一 部 を ご 紹 介 し ま す

英 語 ・ 中 国 語 [  繁 体 字 ]
版 も あ り ま す !

1 1 の モ デ ル コ ー ス を ご 紹 介 ！

福 島 県 県 北 地 方 を 楽 し む

『 県 北 へ G O 』

は こ ち ら か ら

県 北 地 方 周 遊を
し て
み ま せ ん か ？

毎 の コ ー ス

森 林 と 共 生 を テ ー マ に し た キ ャ ン プ 場 で 、

オ ー ト サ イ ト や コ テ ー ジ 、 常 設 ト レ ー ラ ー

が あ り ま す 。 自 然 の 中 で 思 う 存 分 楽 し め

る キ ッ ズ パ ー ク や ス ト リ ー ム パ ー ク 、 泉

質 自 慢 の 温 泉 (  日 帰 り 可 )  も あ り ま す 。

古 く は 信 夫 高 湯 と 称 さ れ 、 蔵 王 高 湯 、 白

布 高 湯 と と も に 奥 羽 三 高 湯 と し て 栄 え て

き た 濁 り 湯 の 名 湯 で す 。 天 然 温 泉 を 効 能

豊 か な ま ま ｢ 1 0 0 ％ 源 泉 か け 流 し ｣ と し て

提 供 し て い ま す 。

高 湯 温 泉 (  福 島 市 ) 霊 山 (  伊 達 市 ) 

伊 達 市 の シ ン ボ ル で も あ り 、 東 北 の 秀 峰

と し て 名 高 い 霊 山 。 新 日 本 百 名 山 の 一 座

で も あ り ま す 。 太 平 洋 を 望 む 大 パ ノ ラ マ

と 気 軽 な ト レ ッ キ ン グ を 楽 し む こ と が で

き ま す 。

ふ く し ま 県 民 の 森

フ ォ レ ス ト パ ー ク あ だ た ら ( 大 玉 村 )

季 節

を 楽 し む コ ー ス

自 然

を 楽 し む コ ー ス

道 の 駅 国 見 あ つ か し の 郷
(  国 見 町 )

う ぶ か の 郷
(  桑 折 町 )

食

銘 品 館 シ ル ク ピ ア で は 川 俣 町 の 特 産 品 を

揃 え て い ま す 。 川 俣 シ ャ モ を 楽 し め る レ

ス ト ラ ン や 、 手 織 り 体 験 施 設 、 農 産 物 直

売 所 も あ り ま す 。

新 鮮 な 果 物 や 野 菜 が 購 入 で き る 農 産 物 直

売 所 や レ ス ト ラ ン 、 軽 食 の 「 国 見 バ ー ガ ー

＆ ジ ェ ラ テ リ ア 」 な ど 、 国 見 町 の 恵 み を

満 喫 で き る 道 の 駅 で す 。

美 肌 の 湯 と し て も 有 名 な 高 濃 度 の ア ル カ

リ 性 お 風 呂 に 日 帰 り 入 浴 も 出 来 る 宿 泊 研

修 施 設 で す 。 館 内 で は 桑 折 町 の 特 産 品

｢ ロ イ ヤ ル ピ ー チ ポ ー ク ｣ も 楽 し め ま す 。

お 問 い 合 わ せ 先 　 福 島 県 県 北 地 方 振 興 局 地 域 づ く り ・ 商 工 労 政 課 　 T E L ： � � �- � � �- � � � �

道 の 駅 か わ ま た オ ア シ ス

i n  シ ル ク ロ ー ド (  川 俣 町 )

五 百 川 と 隣 接 す る お よ そ 3  万 坪 の 回 遊 式 庭 園 で す 。 サ ク ラ や モ

ミ ジ な ど 四 季 に よ っ て 様 々 な 草 花 が 咲 き 誇 り 、 青 空 の 下 で バ ー

ベ キ ュ ー を 楽 し む こ と も 可 能 で す 。

四 季 の 里 緑 水 苑

(

本 宮 市

)

日 本 百 名 山 の １ つ で 、 紅 葉 の 名 所 と し て も 有 名 で す 。 ロ ー プ ウ ェ

イ を 使 う と 約 １ 時 間 半 で 山 頂 に 到 着 す る た め 、 登 山 初 心 者 や 家

族 連 れ の 方 で も 気 軽 に ト レ ッ キ ン グ を 楽 し め ま す 。

安 達 太 良 山

(
二 本 松 市

)


